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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例１＞ 

「小中マッスル」 
～小中一貫パートナー校とともに育む体力づくり～ 

札幌市立青葉中学校 

 

①小中合同研修会にて、両校の教職員に向けて、本事業の内容について説明する。 

②子どもたちのアイディアを取り入れた運動企画「小中マッスル」の実施を決定する。 

③子どもたちに互いの運動コーナーを考える趣旨を伝え、「楽しい運動コーナーを作りた

い！」という意欲を高める。 

④「小中マッスル」に向けて、具体的な取組を決定する。 

※○○マッスル…新札幌わかば小が通年で取り組んでいる体力づくりの企画名称 

  （本校生徒のほとんどが小学校時代から慣れ親しんでいる名称・企画） 

①ICT を効果的に活用し、子どもたちから企画アイディアを募集する。（※Google Forms） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②募集したアイディアを担当者中心に精選し、運動コーナーの内容と購入物品を決める。 

③小学校と協力し、「小中マッスル」の紹介動画の撮影を行う。（体育常任委員会） 

④撮影した動画を各校で見せて、運動コーナーの内容理解と活動意欲の向上を図る。 

 

  

中学生のアイディアで、 
小学生のみ実施 

体育常任委員会が小学生用に 

説明動画を作成 

給食時間の放送で小学生が 

作った説明動画を鑑賞 

1 



 

３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

 

 

 

昼休みに、学年ごとに実施（以下の６種目を体育館内に設置し、自由に選択して参加する形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４種目は小中同種目、バレーボールラリーと８の字跳びは中学生のみ実施した 

・活動終了後に、両校での活動の様子を動画に編集して放映し、各校で振り返りを行った。 

〈成果〉 

・自分たちが遊びたいものではなく、小学生（１～６年生）が楽しめる遊びを考えること

で、相手意識をもって活動する姿がみられた。 

「小学生の姿を思い浮かべながら…」「動画は小学生にもわかりやすいように…」 

・間接的な交流ではあるが、紹介動画を撮影したりして、小中一貫の体力づくりの一歩を

踏み出すことができた。 

・普段、昼休みに体育館で遊ぶ習慣のない生徒も意欲的に参加していた。 

〈課題〉 

・体力づくりの企画を通して、両校の子どもたちが直接的に関わり合い、運動を楽しみな

がら交流を深められるようにしていきたい。（中学生が小学生に運動のポイントを教え

るなど） 

・全校児童のアイディアから生まれた企画になったが、物品は担当者で決定した。 

 ➡両校の委員会が中心となって、アイディアの集約や物品検討を行うこともできた。 

ストラックアウト 

  

シャトルターゲット 

いろんなボールシュート 

 

ピンポン玉リレー 

 

購入品 サッカーボール 20個 

ソフトバレーボール 10個 

ティーボール 6個×３ 

価 格：85,600 円 

購入品 カラーコーン 10個 

高跳びバー２本 

価 格：54,000 円 

８の字跳び 

 

バレーボールラリー 

 

購入品バレーボール10 個 

価 格：21,000 円 

購入品ティーボール6×3 個 

価 格：21,000 円 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例２＞ 

「小中マッスル」 
～小中一貫パートナー校とともに育む体力づくり～ 

札幌市立新札幌わかば小学校 

 

①小中合同研修会にて、両校の教職員に向けて、本事業の内容について説明する。 

②子どもたちのアイディアを取り入れた運動企画「小中マッスル」の実施を決定する。 

③子どもたちにお互いの運動コーナーを考える趣旨を伝え、「楽しい運動コーナーを作り

たい！」という意欲を高める。 

④「小中マッスル」に向けて、具体的な取組を決定する。 

（※○○マッスル…本校が通年で取り組んでいる体力づくりの企画名称） 

 

①ICT を効果的に活用し、子どもたちから企画アイディアを募集する。（※Google Forms） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②募集したアイディアを担当者中心に精選し、運動コーナーの内容と購入物品を決める。 

③６年生が小学校の代表として、「小中マッスル」の紹介動画の撮影を行う。 

④撮影した動画を中学生に見せて、運動コーナーの内容理解と活動意欲の向上を図る。 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他にも、ストラックアウト、ピンポン玉リレー、キックターゲットを設置した。 

・たくさんの児童が楽しめるように、学年の実態に合わせながら、ルールを変更した。 

・活動終了後に、両校での活動の様子を動画に編集して放映し、各校で振り返りを行った。 

〈成果〉 

・間接的な交流ではあるが、相手意識をもって企画を考案したり、紹介動画を撮影したり

して、小中一貫した体力づくりの一歩を踏み出すことができた。 

・自分自身で体験したいコーナーを選択できるので、運動が苦手な児童も楽しく参加する

姿が見られた。 

 

〈課題〉 

・体力づくりの企画を通して、両校の子どもたちが直接的に関わり合い、運動を楽しみな

がら交流を深められるようにしていきたい。（※両校の授業時間の調整ができれば…） 

・今回の物品購入に関しては、児童のアイディアをもとにして担当者で決めたが、可能で

あれば、児童生徒(委員会など)が中心となって、物品購入にも積極的に関われるとよい。 

★購入したのはコチラ！ 

コーナーポスト（大） 

購入数：３セット  

価 格：28,800 円 

いろんなボールシュート ９マスおにごっこ シャトルターゲット 

★購入したのはコチラ！ 

スポンジボール３種 

購入数：各種 12個  

価 格：(黄)34,440 円 

     (青)39,360 円 

     (赤)44,280 円 

★購入したのはコチラ！ 

投的ロケットシャトル 

購入数：４セット  

価 格：24,000 円 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆体力テストの結果分析から 

  今年度実施した体力テストの分析結果から、本校全体の課題と対策が既に職員会議で

提案があった。そこで、今後は「 冬季やグラウンドが使えない時の教室・ワークスペース

での運動（縄跳び・体幹トレーニングなど）」を推奨する方向で推進していくことが確認

されていた。 

 

◆児童が捉えた実態 

児童にも、日常の休み時間の実態を振り返ってもらったところ、 外で遊ぶ児童が決ま

っていること」 体育館が使えない時には、体を動かす機会が少ないこと。」といった、職

員の見取りと同じ視点の課題が明らかとなった。 

 

◆体育・健康委員会での活動 

１で明らかとなった本校の課題を改めて 体育・健康委員会」に伝え、 どのような運

動機会を増やすとよいか」 そのために、どのような物品があるとよいか」を話し合い、

まとまったアイデアを教員に向けて提案してもらうこととした。 

  

◆提案内容を受けての検討 

  委員会からの提案は、 持久力と体幹のトレーニングを手軽に行える環境づくり」を目的に、

 万歩計、バランスボール、トランポリン」を購入して、 

 ワークスペースや多目的室」で使えるように整備したい 

という内容であった。 

  基本的には児童の提案通りとしたが、安全面から計画を 

見直した結果、体幹を鍛える物品については、同じ目的が 

達成できる別の物品を購入することとした。 

   

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例３＞ 

「 子どもと進める体力向上 」 
札幌市立北九条小学校 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

 

 

 

◆購入した物品 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

◆活動の様子 

 

 

 

 

 

 

  備品到着後、児童委員会にて実際に試しながら、効果的な使い方を改めて話し合った。そ

の後、いくつかの学年に、お試しで道具を使ってもらう機会を作った。目新しい道具を使える

ということもあってか、楽しみながら体を動かす姿が多く見られた。 学校全体への呼びかけ

は、新年度の委員会に引継ぎ、5月の体育発表会以降に実施する予定である。 

 

 

 

◆児童の声から 

  「 パカポコ』に取り組んだ後の 1年生児童に感想を聞くと、 すごく楽しかった。」 友

達とできて楽しい。」という、肯定的なものばかりであった。幼稚園で同様の活動に取り

組んでいた児童もいたが、 前より高くなっていて、空中を歩いているみたい。」と、楽

しんで取り組むことができていた。 

また、一度コースを回ってきた後、何度も列に並ぶ児童が多数見られた。 楽しすぎ

て、またやりたい。」 汗でてきた。」等と、自然と長時間体を動かす様子が見られた。さ

らに、活動に参加した 18名中、またやりたいと 18名全員が答えていた。一度限りでは

なく、継続的に体を動かす意欲を高める活動を設定できたのではないだろうか。 

活動を楽しむ児童の様子や声から、持久力と体幹を鍛えるという目的に、しっかりと

合致した道具・活動を準備できたと言えるだろう。来年度からは、万歩計・フラフープ

も同様に常時活動として取り組めるよう、児童委員会を中心として計画を進めたい。 

万歩計 

 

 

 

 

 

５１４円～ 

２００個購入 

フラフープ 

 

 

 

 

 

５色１組６３８０円・８６９０円 

３５個購入 

パカポコ 

 

 

 

 

 

１２１０円 

４０個購入 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

◆令和６年度白楊小学校体力テストの結果からわかること 

 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例４＞ 

「運動が楽しい！を増やすために」 
札幌市立白楊小学校 

 

 体力テストの結果から、持久力と巧緻性・筋パワ

ーに課題があると分かった。特に、投げる力につい

ては、持久力や 50m 走に比べて６年間を通しても

っとも力が付きにくいことが数値に表れている。ま

た、普段の活動から児童のボールを投げて遊ぶ機

会が少ないと感じ、環境を整えていく必要があると

考えた。 

２０ｍシャトルラン（持久力） 
 ３年生の男子以外はすべて全国平均を下回っ

ている。特に６年生男子は全国平均よりも-15

回という結果だった。女子も高学年になるにつ

れ、差が広がってきてしまっている現状がある。 

５０ｍ走（スピード） 

  男女共に、どの学年も全国平均より低い

結果となっている。ただ、どの学年も大きく差

があるわけではない。特に女子の方の平均が

低いことが分かった。 

ソフトボール投げ（巧緻性・筋パワー） 
  １、２年生どちらも男子は平均を大きく超えている。日常の取組の成果が見られる。５年生女子

も+の記録になり、ボールを扱うことに慣れている児童が多いことが分かる。しかし、学年ごとに平

均を見てみると、６年間でもっとも伸び率が低いことが分かった。各学年やブロックで、どのように

「投」の力を付けるのか考える必要がある。 

（これまでの体力向上に関する取組） 

・走ってチャレンジ（持久力） 

・ジンギスカン縄跳び（持久力・跳躍力） 

・マットウィーク（柔軟性・調整力） 

・跳び箱ウィーク（支持する力・跳躍力） 

・朝の運動タイム（様々な運動） 

ボールを投げたり、ボールを扱ったりする

取組が少なく、場所や道具が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【どんな運動が好きですか？】 
・ボールを使った遊びや運動をもっと

したいな。 
・たくさんボールがあれば、順番を待

たずに何回も投げられる。 

 

・体力テストの結果から「投げる力」の
向上が目標になるかな。 

・プレイタイムやフレンドタイムには、ボー
ルを使って遊ぶ環境あれば…。 

（ボールを使った運動） 

① 多くの児童がボールに触れられるように、ボールをたくさん購入する。 
② ボールを安全に使用できるような場所を確保する。 
③ 投げる動作を意図的に取り入れられるように、場づくりをする。 
④ 委員会活動の中で、「投げる力」が向上する企画を計画する。 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和６年度９月に実施した児童アンケートより 

 

 

 

 

 

  概ね全体の約 90％の児童は運動が好きと答えているが、「プレイタイムやフレンドタイム

には、体を動かして遊んでいますか」という問いには、遊んでいると答えた児童は約 80％と

いう結果が出た。運動は好きだが、体を動かして遊んでいないという理由については、場所

を設定したり、道具を増やしたりすることで解決できると考えた。バスケットゴールを設置

したことで、グラウンドでの投げる運動の様子やボールが増えたことによる運動機会が増え

た。次年度の児童アンケート結果と体力テストの結果から数値を見て、改善していきたい。

まだ、実施を計画している取組もあるので、購入した道具を活用していきたい。 

（次年度実施予定していること） 

 ①キャッチボールができる道具と環境を作り、実施する。（令和７年度実施予定） 

②委員会活動の中で投げる力が向上するような運動遊びを企画実行する。 

（令和７年度実施予定） 

◆開校７０周年の記念品として PTA から寄贈していただいたバス

ケットゴールを設置した。そのバスケットゴールに、より多くの児

童がシュートを打てるように、外用のバスケットボールを購入し

た。二つのゴールを安全に且つ数多く利用できるようにプレイタ

イム（中休み）やフレンドタイム（昼休み）の割り当てを決めた。ど

の学年の児童も笑顔でシュートしていた。 

 

・ドッジボールやかたきなど、人数が必要な遊びができない場合や

苦手な場合でも、一人ずつシュートを打って楽しむことができる

バスケットボールを行って、楽しんでいました。 

◆購入物品①バスケットボール ②ボールかご ③ソフトボール＋税 1,326 円 ④グローブ  

【①＋②＋③＋④＝１９9,782 円】 

①2,200 円×20＝44,000 円 

 

 

 

 

 

 

②38,000 円 

 

 

 

 

 

 

③13,260円（ 36 個） 

 

 

納品中です。 

 

 

 

④5,522×18＝99,396 円 

 

 

納品中です。 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今年度の体力テストの結果分析から、本校の課題は「筋力」「持久力」「柔軟性」「とぶ

能力」にあるということが明らかになった。特に「持久力」に関しては数年間継続して

課題となっているといった実態がある。こうした実態を健康委員会の児童と共有し、健

康委員会では、学年に声をかけて休み時間の鬼ごっこを企画する等、「持久力」アップ

に焦点を絞った取組を行っていた。そうした取組をする中で子どもたちから「ラダーと

かがあれば、もっといろいろなことができそうなのに…。」といったつぶやきが聞こえ

てきた。問題意識をもって体力向上の取組を進めてきたからこそ、子どもたち物足りな

さが生まれてきていた。また、イベントでは体を動かすが、継続的な運動にはなかなか

つながらないといった課題も生まれていた。 

◆課題解決のための教師からの働きかけ 

１のような状況を捉え、子どものつぶやきから出てきた「ラダー」に加えて、子どもたちの

活動をより進めていくための助けになりそうな器具をいくつか提案した。「持久力」や「とぶ

能力」、「筋力」等を伸ばすことができる「「ダブルダッチ用ロープ」、「リングバトン」。投げる

活動に使える「パネル当てゲームセット」等である。 

 

◆課題解決のための健康委員会での話合い 

こうした提案をもとに、健康委員会では、これまでの活動に加え、どのようなことができる

かを話し合った。「ラダーを使えば、サーキットとかができる。」「イベントだけではなく、休

み時間でも使えそう。」「ダブルダッチならやったことがあるし、目標にあっている。」等、自

分たちの目標としていた活動をさらに進めるために、前向きな意見が多く出され、購入物品

を決定した。 

 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例５＞ 

「子どもと課題を共有し、進める体力向上の取組」 
札幌市立幌北小学校 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

 

 

 

◆購入した物品 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆活動の様子 

 

 

 

 

 

 

物品購入後、健康委員会でどのように活用していくかについて 

の話合いを行った。子どもからは「イベントだけではなく、休み時 

間とかにもどんどん使ってほしい。」「でも、全校のみんなが使い 

方が分からなさそうなものがある。」といった意見が出された。 

そこで、『購入した物品の使い方を紹介する動画』を作成し、全校に発信することとなった。その取

組と並行して、すぐに使うことができそうな「ダブルダッチ用ロープ」などを、体育館に常設し、休み

時間に誰もが使うことができる環境を整えていくこととなった。令和 7 年度には取組動画を作成し

全校に発信することで、より本格的な活用をスタートしていく計画となっている。 

◆児童の声と教師の見取りより 

 健康委員会は、これまでは器具をあまり使わないイベント等を企画してきたが、物品の購

入により活動の幅を広げることができた。 

ダブルダッチ用ロープは体育館の一角の縄跳びスペースに常設し、主に休み時間に活用し

ている。設置前は、縄跳びに取り組む児童が数人だったのに対し、設置後は 15 人程度の低学

年児童が何度も長縄に挑戦する姿も見られた。短縄よりもみんなで取り組むことに楽しさが

あり、何度も挑戦する様子が見られた。また、ダブルダッチに挑戦した高学年児童からは「楽

しかった。」「難しいけどまた挑戦したい気持ちになる。」といった声が聞かれた。同じ児童が

１日の中で数回にわたって取り組もうとする姿が見られた。 

このように、低学年でも高学年でも楽しみながら、継続して取り組もうとしている姿から、

運動機会がこれまでよりも充実してきていることがわかる。委員会の子どもたちを中心に計

画を進め、より多くの児童の運動機会が充実するようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

【ラダー】２セット 

22,880 円(単価) 

 

 

 

 

１６セット 

2,486 円(単価) 

 

 

 

 

リングバトン

２セット 

5,350 円(単価) 

 

 

 

 

２セット 

59,800 円(単価) 

ラダーの使い方動画を撮影する様子 低学年がダブルダッチ用ロープで 

長縄に取り組む様子 

高学年がダブルダッチに挑戦する様子 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本校では、体育の授業の中で補強運動を毎時行っている。（ ランニング、腕立て伏せ、腹

筋、背筋などを学年ごとに時間や回数を設定している）また、体育常任委員会の活動と

して、夏には PK 合戦、冬にはフリースロー大会を実施し、全校で楽しく運動に関わる

活動を行っている。運動系部活動の加入生徒も６割弱おり、運動への関心が高いが、学

校以外での運動習慣にやや課題が残る。 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（より（※

２年生対象）１・３年生も同じように体力テストを年度初めに行い、３年計画で自分の

体力がどのように変容していくかを記録させ、体力向上に関する問題意識を明確にさせ

ている。（ 生涯体育」実現に向けて、持続可能かつ、楽しく運動と向き合える環境の整備

が急務であると考えた。 

 

◆体育常任委員会の活動 

年度当初に行われる生徒総会では、体育常任委員会向けに、 昼休みの体育館開放で

行える種目を増やしてほしい」という声があがった。ここに着目し、体育館・グラウン

ド・サブグラウンドでの運動環境を充実させるというねらいのもと、それを達成できる

物品を購入することとした。現在は体育館でバスケットボール、グラウンドではバレーボ

ール、サッカーといった内容である。その体制から、２０２５年度より体育館ではバドミン

トンを追加、サブグラウンドにバスケットボールを追加する。種目の追加と運動を行える

場所を増やし、 昼休みの体育館開放で行える種目を増やしてほしい」という声に応え

ることとなった。 

 

   

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例６＞ 

「 子どもと進める体力向上 」 
札幌市立北辰中学校 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

 

 

 

◆購入した物品 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２０２５年度の前期体育常任委員会の活動として、活用を開始する予定である。 

 

 

令和７年度からの活用に向けて、現在は収納場所や設置位置について話し合っているとこ

ろである。体育常任委員会で昼休みの開放を運営・管理をしていくため、安全面や、用具の

管理について決まりを設けていく必要がある。また、本校は体育館が狭く、半面でバスケッ

トボール、半面でバドミントンとするとかなり場所が限られてしまうので、曜日ごとに取り

組むことができる種目を変えるなどの工夫が必要である。 

  運動種目と場所を増やすことによって、子どもたちの運動意欲がより高まり、自ら運動し

ようとする生徒が増えていくことを期待している。 

外用バスケットボール 

ボールかご 

 

ボール６個(６号７号３球ずつ) 

(６号:21,120 円 ７号:21,780 円) 

かご１つ ４８,４００円 

簡易バドミントンネット 

 

8 個購入 

７８,３２０円 

シャトル 

 

８個購入 

6,486 円 

外用バスケットボールゴール 

 

２つ ４８,４００円 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等の調査結果より、本校の特徴として運動やス

ポーツが好きである、運動は大切であると回答する生徒は多いが、全国及び札幌市の平均

を全体的に下回っており、特に女子は運動する時間数が少ない結果が出ていた。運動部に

所属せず、運動機会が体育の時間のみである生徒もことから、仲間と気軽に運動を楽しむ

機会を増やすことで、運動の楽しみを実感させたい。さらに、文化部に所属する生徒や部活

動に所属しない生徒も「運動する機会を企画する」経験から運動やスポーツに興味・関心を

もち参加しやすい環境づくりにつなげていきたい。 

① 生徒会執行部を中心に、どのような運動やスポーツが【経験や年齢問わず参加しやすい

か】【楽しい時間を過ごせるか】を柱とし、【内容】【開催日程】【応募方法】を検討した。 

② 北海道教育大学札幌校 石澤 伸弘教授をはじめとする体育社会学ゼミの学生の方々に

ご協力いただき、執行部と学生がともに企画し、様々な種目を経験できる場を設けたり、段

階的に参加できる幅を広げたり、最終的には年齢問わず地域の方々とスポーツを通して交

流を広げたいという目標を設定した。 

                 

第１a回目 a１２月１６日 運動部所属以外の生徒   a種目：キンボール 

第２回目  a１月２２日 全校生徒参加可能      種目：インディアカ、ガッツ 

第３回目  a３月２２日 全校生徒・地域の方々  a 種目：モルック、ペタンク 

 

種目検討の際、学生の意見だけではなく、執行部の生徒も 

chrome book を活用し、「インディアカ」について調べ→ 

提案→開催決定したことにより意思が反映され運営する意欲が 

より高まった。また、美術部の生徒にポスター制作を依頼したり、 

a 多くの生徒に「エンスポ」開催記念のステッカー図案を公募した 

aりするなど、多く生徒に関わりをもってもらうことで参加人数がa    

増加するのではないかと考え企画した。 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例７＞ 

「エンスポ 
～みんなでＥｎｊｏｙ ｓｐｏｒｔｓ 」 

 
札幌市立手稲西中学校 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

企 画 、運 営 の活 動 を通 して、多 くの生 徒 たちが運 動 に関 わる  

機 会 を増 やしたり、大 学 生 と共 同 で進 める場 面 を多 く作 ったり  

したことで、多 角 的 に運 動 機 会 の充 実 を図 る活 動 につなげること  

でき一 定 の成 果 があった。  

来 年 度 も「 初 めてでも手 軽 に運 動 を行 える」 「 他 者 との交 流 によるコミュニケー

ション力 の形 成 」 を大 切 にしながら、昼 休 みの活 動 や保 健 体 育 科 の授 業 と関 連

付 け、運 動 やスポーツに親 しむ機 会 を設 けていきたい。  

 

 

第１回目、第２回目実施のアンケート結果より（対象：運動部活動以外の生徒） 

※統計ソフトｓｐｓｓのｔ検定を用いて、平均値を比較第３回目 終了後感想より 

質問項目 第１回目 第２回目 

私は運動には自信がある ２．１６ ２．７８ 

私は，みんなで力を合わせることが好きだ ３．４８ ４．４２ 

運動は沢山の仲間を作る ３．６７ ４．２８ 

運動のことを考えるとうきうきした気持ちになる ３．００ ３．５０ 

私は他の人と競争をする時に勝ちたいと思う ３．６７ ４．００ 

運動はいろいろ自分のために役に立つ ３．７４ ４．２１ 

第３回参加者感想（一部抜粋） 

・休日にあまり運動しないので運動できてよかったです。毎回参加したけどどれも楽しかったの

で、来年もやりたいです。（中学生） 

・みんなと楽しく運動ができ体も心もぽかぽかになりました！（中学生） 

・夫婦で参加しましが、孫世代と交流ができて若さをもらいました。皆さん素敵ですね！ 

（地域の方） 

・興味があったモルックを体験できて楽しかったです。（地域の方） 

インディアカ 

2,430 円×５個 

キンボール 45,300 円 

キンボール空気入れ 

17,000 円 

フラフープ 

6,080 円×３セット 

フラフープ整理台 

22,160 円 

縄跳び 

640 円×18 本 
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１．体力向上に関する【問題意識】を明確にする活動      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．課題解決に向けた取組を【一緒に考える】活動       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

＜実践事例８＞ 

運動充実プロジェクト ～自ら体を動かそう～ 
 

札幌市立手稲西小学校 

①本事業のねらいと内容を知る。 

②札幌市の体力テストの傾向や、本校独

自のアンケート調査の結果を知る。 

③運動・スポーツが好きという割合に対

して、休み時間に体を動かしていない

児童が多いことや、外遊びが少ない事

実に気付く。 

④体を動かすことと体力向上の関係性を

確認し、課題解決に向けて考える。 

 

 

 

 

 国語「みんなで楽しく過ごすために」の単元と本事業を結び

つけて、「みんなで楽しく運動・スポーツするために」という学

習に取り組んだ。 

 ①６年生の各学級で話し合い、課題解決案を考えた。 

 ②６年生学年合同で話し合い、課題解決案を考えた。 

 ③いくつかの案について、教職員から意見を募った。 

 ④意見を基に、課題解決に向けた 

取組を決定した。 

話し合いや意見を募る場面で、ク 

ロームブックを活用し、全員が自分 

の意見をもって話し合いに参加した。 
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３．備品購入後の活動の様子                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．課題の改善状況                       

本校のアンケート調査の結果から見え 

た「児童の外遊びが少ない」という課題 

を大きく改善する状況には至らなかった 

が、「休み時間に屋内で遊ぶ児童」の増 

加が確認できた。スラックラック系の遊 

具の購入効果が要因として考えられる。 

 次年度からは、今回の購入品の有効な 

活用方法について検討していく。年度当 

初から体育の授業や児童委員会の企画等 

で活用することを視野に入れて、自ら進 

んで体を動かそうとする意識を育みたい。 

購入物品 

名称 価格 個数 金額 

スラックラック 77,000円 １ 77,000円 

ギボード 38,500円 ３ 115,500円 

EVA素材バレーボール 2,860円 ２ 5,720円 

  合計 198,220円 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

【スラックラック】の活用 

 視聴覚室のような広い教室に設置して、主に休み時間に利用で

きるようにした。 

子どもの声 

○バランスが崩れて難しいけど、揺れておもしろかった。(２年) 

○最後まで行けるかどうか、ワクワク感がおもしろい。(５年) 

○冬に楽しく遊べるものが増えた。体幹も鍛えられそう。(６年) 

【ギボード】の活用 

 夏秋は本校にある「ぼうけんコーナー」付近に配置予定だった

が到着が遅れたため、屋外で活用することはできなかった。到着

後は視聴覚室のような広い教室に配置した。 

子どもの声 

○グラグラするから楽しい。毎日遊びたい。(３年) 

○バランスを取りながら技を決めるのが楽しい。(４年) 

【バレーボール】の活用 

 各学級に配置されているサッカーボール、ドッジボール、ドッ

チビーに加えて、学年に一つバレーボールを渡し、休み時間に遊

べるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年10月実施 

2025 年 2 月実施 
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令和６年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備進事業 実践事例集 

札幌市教育委員会 令和７年６月 

令和３年度 さっぽろっ子「オンラインなわとび甲子園」掲載動画 

 

□札幌市公式 YouTube チャンネル内の URL（※直接動画を読み込めます）  

 

https://youtu.be/zcOsDrWwsbQ 

 

□札幌市公式ホームページ内の掲載場所 URL 

 

http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/shido/nawatobi.html 

 

※上記は「さっぽろっ子学習サポートシステム」内の「なわとびチャレ

ンジ」のページとなっております。他にも、なわとび運動に活用でき

る動画や資料を掲載しており、「健やかな体」の育成に係る取組の充

実にも資するものとなっております。ぜひお役立てください。 

 

 

 

http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/shido/nawatobi.html

